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○ 豊かな体験活動推進事業

平成１７年度予算額 ３９９，８１７千円

（前 年 度 予 算 額 ３９１，４６８千円）

１ 趣 旨

児童生徒の社会性や豊かな人間性を育むためには、成長段階に応じて、ボランティ

ア活動など社会奉仕体験活動や自然体験活動をはじめ様々な体験活動を行うことが極

めて有意義である。

これまでの「体験活動推進地域・推進校」や「地域間交流推進校」、「長期宿泊体験

推進校」に加えて、「体験活動推進地域・推進校」の中で命の大切さを学ばせるのに

有効な体験活動について調査研究を実施する。

２ 内 容

（１）豊かな体験活動の実施（拡充）

①体験活動推進地域・推進校の指定

・体験活動推進地域・推進校 ４７地域

②ブロックごとに、体験活動の実践成果に関する交流会の開催

③命の大切さを学ばせるのに有効な体験活動に関する調査研究の委託

・４７地域

（２）地域間交流の実施（継続）

①都道府県の各２校を指定し、農山漁村等における体験活動を実施

・地域間交流推進校 ４７地域

②農山漁村体験活動等のプログラムの普及 ４７地域

（３）長期宿泊体験の実施（継続）

①都道府県の各２校を指定し、長期にわたる集団宿泊等の共同生活体験を実施

・長期宿泊体験推進校 ４７地域



豊かな体験活動推進事業
背景

体験活動推進地域・
推進校

地域間交流推進校

平成１７年度予算額 ４００百万円

・学校教育法の改正

（社会奉仕体験活動や自然体験活動等の体験活動の充実、平成１３年７月）

・中央教育審議会答申「青少年の奉仕活動・体験活動の推進方策等について」

（平成１４年７月）

・新学習指導要領の実施による体験活動の充実

（小・中学校は平成１４年度から、高等学校は平成１５年度から）

・各都道府県に小・中・高
等学校等を含む推進地域
を指定

・命の大切さを学ばせる体
験活動について調査研究
を実施

・各学校の実情やねらいを
踏まえ、他校のモデルとな
る先駆的な取組を実施

・体験活動を通じた学校種
連携の一層の推進を図る

・都市と農山漁村の共生・

対流に関する政府として

の取組等を踏まえ、異な

る地域との多様な交流に

関わる体験活動を実施

・地域間交流推進校の実

践を踏まえ、各都道府県

において開発したプログ

ラムを普及・活用

各学校の先駆的な取組
を全国の学校へ普及

平成１７年度までに全国の学校における７日間以上の体験活動を実現

長期宿泊体験推進校

各地域の特性を生かした
地域間交流の促進

・青少年教育施設・寄宿舎等

での長期にわたる集団宿泊

等の共同生活を通して、協調

性や規範意識、公衆道徳等

の育成

・行政、保護者や青少年教育

施設、ＮＰＯ等が密接に連携

し、学校の活動を支援

長期宿泊体験の推進に向
けた先駆的取組の実践

各取組の成果を発表するブロック交流会の開催／体験活動
の実践例を収集した事例集の作成
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